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はじめに

　双胎の妊婦は一般的に早産や前期破水などのリス

クが増加することやD、身体的な自覚症状も強いこ

とが明らかになっている2）。また、帝王切開になる

割合も高く、分娩方法の選択のための情報提供が必

要とされている1）。精神面については、漠然とした

不安を抱き、育児へのイメージがつきにくいという

訴えがある2）3）。単胎より双胎妊婦の方が児が健康

に産まれてきてくれるか、育児がうまくできるか、

経済的に負担が大きいのではないかという多くの不

安を抱えて妊娠期を過ごしている4）。しかし、双胎

妊婦は妊娠や育児に関しての情報取得ができていな

いともいわれている5）。産後の母親の声を聞くと、

休息時間が少ない、育児の仕方がわからないという

不安が聞かれている2）3）4）5）。近年、情報収集ツー

ルの多様化により、妊婦は氾濫する情報の中におか

れている。妊娠中からの専門職のアプローチは妊娠

経過の過ごし方へはもちろんのこと、育児に対して

も大きな影響を与えるといわれている6）。

　当院は、地域周産期センターとしてNICUが併設

されている施設である。当院の双胎の分娩件数は、

2005年13件、2006年20件、2007年22件、
2008年33件と年々増加している。当院では妊婦全

員を対象に3回に渡る両親学級を実施している。双

胎の妊婦に対しては、外来で助産師が個別で保健指

導を行っている。また、病棟では双子を出産した褥

婦から想像以上の育児の大変さや、イメージがつか

ないことへの戸惑いの声を聞くことが多い。そこで、

双胎妊婦の支援方法を再検討し、双胎妊婦が助産師

に求めている情報や支援を明らかにしたいと考えた。

1目的
　双胎妊婦が求めている情報や支援（足りない点）

を明らかにする。

用語の定義

　保健指導：専門職が妊婦に対して情報を提供する

　　　　　機会、妊婦が不安を表出できる機会、

　　　　　　妊婦が求める情報を取得する機会

　双胎妊婦：双胎を妊娠している妊娠22週から36

　　　　　　週の妊婦

皿研究方法
　1．研究対象

　当院の外来通院中の妊娠22週から36週越双胎

妊婦

2．研究期間

2009年8月から12月
3．対象の選出、研究協力依頼手順

　1）外来カルテより対象を選出した。

　2）対象者の外来受診前後に、文書と口頭によ

　　り研究の目的および協力内容を説明した。家

　族がいる場合は、家族にも同席あるいは個別

　で説明を行った。

　3）同意が得られた時点で同意書にサインをも

　　らった。

4．データ収集手順・調査内容

　1）外来カルテより事前に対象の基礎情報を得

　た。

　2）研究者が保健指導実施前にアンケートの記

　入を依頼した。

　3）外来で、研究者は保健指導マニュアルに沿

　い保健指導を実施する。研究者は指導中に補

　足した内容を記録した。

　4）研究者が保健指導実施直後に対象者にアン

　ケートの記入を依頼した。

　5）アンケート記入直後に研究者がインタビュ

　ーガイドに沿ってインタビューを行った。

5．データ分析

　1）保健指導後アンケート、保健指導中補足内

　容の記述、インタビューをテープ起こしした

　文章から双胎妊婦が必要としている情報や支

　援を一一文一意味単位として抽出した。意味内

　容の類似しているものを集め、カテゴリー化

　　し、それらを大カテゴリーとして命名を行っ

　た。さらに人カテゴリーの中で分類を行い、

　中カテゴリーの分類を行った。カテゴリーの

　分類、命名については、スーパーバイザーを

　交えてさらに検討を行った。

　2）保健指導に対する思いや感想は、内容を類

　型化し、構造化を試みた。

　3）保健指導内容の理解度を、保健指導前アン

　ケート、保健指導後アンケートで5段階（1

　知っている　2だいたい知っている　3どち

　　らともいえない　4聞いたことはある　5知
　　らない）で評価した。各内容の平均値をだし、

　前後で比較した。

　4）情報源に関しては割合を算出した。
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皿倫理的配慮
　東京医科大学医学研究倫理審査委員会の承認を得

た。対象者に健康被害や治療・療養上の不利益が生

じた場合には、医療スタッフが適切な処置を行い、

十分に経過観察を行うこととした。手順に沿って説

明を行い、同意を得た。同意を得た後にも、いつで

も断ることができることを説明した。個人を特定で

きないように、対象名をコード化した。研究終了後

データ収集資料は破棄した。

IV結果
　妊娠22週から36週の双胎妊婦11名を対象に行っ

た。対象者の背景を表1に示す。平均年齢は33．9

歳であり、経産婦は4人、初産婦は7人であった。

双胎妊婦が必要としている情報や支援を一文一意味

単位として抽出した結果、総文章数は68文章であっ

た。大カテゴリーは「妊娠経過」「分娩」「育児」の

3つに分類された。結果を表2に示す。

　「妊娠経過」については15文章あり、全文章の

22％を占めた。中カテゴリーは、マイナートラブル

とその対処方法（6）、身体の変化（4）、双胎妊婦に

起こりやすい病気（2）、膜性（1）、妊婦体操（1）、

妊娠経過（1）の6つであった。

　「分娩」については23文章あり、全文章の　34％

を占めた。中カテゴリーは、入院するタイミング（9）、

分娩方法（6）、入院生活（4）、NICU、保育器（4）

の4つであった。

　「育児」については30文章あり、全文章の　44％

を占めた。中カテゴリーは、育児準備品（12）、育

児について（5）、授乳（5）、仕事復帰（3）、上の子

について（3）、育児サークル（1）、家事（1）の7

つであった。

　保健指導に対する思いや感想を構造化したものを

図3に示した。「よかった」「安心した」という感想

が最も多かった。しかし、「知りすぎて不安になる」

「慎重になる」という意見も聞かれた。そのほかに、

双胎妊婦の思いや保健指導に対する要望も明らかに

なった。具体的には双胎の育児の実際を聞きたいと

いう声や、指導の時期について妊娠初期の頃から具

体的な指導を受けたかったという声などが聞かれた。

また、育児サークルについて知りたい、や双胎妊婦

同士の交流の場が欲しいという要望があった。

　保健指導前アンケートの理解度の平均値は3．492、

保健指導後アンケートの理解度の平均値は1．198で

あった。また、情報源は本、インターネット、家族、

友人、医師、助産師、テレビ、区役所の順に多かった。

V考察
　産後の母親は、休息時間が少ない、育児の仕方が

わからないという不安が聞かれると言われており2）

3）4）5）、双胎妊婦が必要としている情報や支援は

「育児」が最も多かったため、妊娠期から育児に関す

る具体的な指導を行っていく必要性は高いと考えら

れた。また、育児の実際を聞きたいという声があり、

具体的なイメージを持つためにも双胎妊婦と褥婦や

双胎妊婦同士の交流の場を提供することは重要であ

ると考えられる。

　指導を受けて良かった、安心したという感想が多

く聞かれ、自身で情報が取得できる情報化社会の中

でも、医療者が保健指導を行うことは、情報の整理

や新たな情報の取得のため、また不安を軽減するた

めにも有意義なものとなることを改めて確認するこ

とができた。しかし、指導内容によっては知りすぎ

ることで不安になる、慎重になるという反応もあっ

た。合併症やマイナートラブルが起こる可能性は知っ

ておく必要があるが、対象の背景や指導の時期、指

導の受け止め方等を考慮しながら週数に応じた指導

を段階的に進めていくことが好ましいと考えられた。

vr結論
　双胎妊婦が求めている情報や支i援は、妊娠経過、

分娩、育児の3つに分類され、育児、分娩、妊娠経

過の順に多かった。
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（表1）対象の背景

年齢
妊娠
嚼

妊娠

ｪ娩歴
今回の

D娠
妊娠経過（異常の有無） MCへの参加

A 30代 25週 OGOP 自然妊娠
悪阻で入院（3日間）

ﾘ迫早産で入院（23日間）
あり（当院）

B 30代 22週 2GlP 不妊治療 OHSSのため入院（17日間） あり（当院）

C 30代 25週 OGOP 自然妊娠 ウテメリン内服 あり（当院）

D 30代 26週 OGOP 不妊治療 なし なし

E 30代 34週 2GlP 自然妊娠 貧血 なし

F 20代 29週 OGOP 自然妊娠 なし あり（当院）

G 30代 35週 2GlP 自然妊娠 なし なし

H 30代 23週 3G2P 自然妊娠
胎盤の位置低め

ﾌ重増加
なし

1 30代 24週 OGOP 自然妊娠 ウテメリン内服 あり（当院）

J 30代 26週 OGOP 不妊治療 なし あり（当院）

K 30代 22週 OGOP 不妊治療 低位胎盤 あり（区）

（表2）抽出された文章

大カテゴリー 中カテゴリー 具体的内容

膜性（1） ・一草ｫについて

妊娠経過 マイナートラ

uル（6）

・胃の不快感の対処法・何即位から浮腫みが出るか？

E7ヶ月で胃もたれが出るのは早いですね。

E浮腫、腰痛はどのくらいの時期に起こるのか？

Eそろそろ足がつる頃だと友達が教えてくれる。

E双子ではない妊婦の友達に胃もたれについて聞いたら「それは9ヶ月

ﾊだよ」って言われちゃいました。
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身体の変化
i4）

・身体の変化が予想していたより早くくる。（3）・お腹はどこまで大きくなるのか？

妊婦体操（1） ・妊婦体操について

病気について
i2）

・切迫早産について

E双胎妊娠に起こりやすい病状・病気について

妊娠経過（1） ・妊娠経過について 計15

入院するタイ

~ング（9）

・早めに入院するとしたらどのような治療をするのか？
E管理入院することはあるのか？（4）・入院するタイミング（4）

分　　娩
分娩方法（6）

・分娩方法、リスクについて（5）・手術やお産の方法についてどうやって決定するのか？

入院生活（4）
・上の子の面会について

E入院中の生活について（3）

NICU・保
迥增i4）

・保育器にはどういう時に入るのか？（2）・NICUについて（2）

計23

育児について
i5）

・家に帰ってからの具体的な育児（4）・まだ知識が整理されていないので、双子に特化した育児に関する知り

ｽいことはこれから出てくると思う。

育児準備品
i12）

・ベビーシートについて
Eベビーカーについて（4）・生まれた後は何が必要か知りたい

E授乳ホルダーがないと授乳できないよといわれた。
E育児準備品（3）・育児用品はまだ準備していない。・買うものは最小限にしたい、代用したい。

育　　児 育児サークル
i1）

・育児サークルについて

仕事復帰（3） ・いつ頃仕事復帰できるか？（3）

授乳（5）

・母乳がやっぱり2人だと足りないことがあるのか？
E授乳の方法が知りたい（便利グッズなど）（2）・乳房マッサージについて

E上の子の時は飲む量が増えるとミルクを使った。

上の子（3）
・上の子との接し方（2）・上の子は保育園に預けるので里帰りはしない。

家事（1） ・家事を行えるのか心配 計30

聞いてこわ

ｩった、不安
ﾉなった（3）

・聞いたことで不安になることもある。

Eお産や病気について初めて聞いてこわかった。

E病気や分娩について少し怖い気持ちになった。

不安軽減に

ﾈった（3）

・不安軽減になった。（2）・今回のような機会をいただいて不安が和らいでいいと思いました。

保健指導

慎重になった
i1）

・話を聞けてこわいというよりは慎重になりました。

準備してみて

ｪからない事
ｪ出たら聞き
ｽい（6）

・知識が増えた事でさらに分からない事や知りたい事が出てくると思う。・これから実際に用意して、分からなかったら聞きます。・これからまた出てきたら色々聞きたいと思う。・準備するものが分かったので、用意してみて分からないことが出てき

ｽら聞きたい。

E少しずつ準備をしていく。

Eまだ自分の中で整理ができていない。
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一・梺m識とし
ﾄ入れておく
i1）

・知りすぎると逆に心配になってしまうかもしれないので一応知識とし

ﾄ入れておく。

・安心した。（3）

安心した（6）
・よい機会になった。

E丁寧に話してもらって良かった。

・直接、話を聞くことが出来て良かった。

・だいたい分かった。（5）

・いろいろ勉強できてよかった。（2）

・詳しい内容が聞く事が出来て良かった。

・知っておかなければならないことを知れて良かった。

・今まで知っていた事を確認できて良かった。

・一草ｫの種類について聞けて良かった。

・双子について細かい事がわかって良かった。

・もともとあった知識が確認できて、すごく良かった。

・入院中、授乳について実際の流れを聞けて良かった。

・管理入院は絶対あると思っていたけど、ない人もいるとわかって良
分かった（22） かった。

・自分だけで本を読んで、ネットで調べてよりは、直接お話を伺うとそ

こまで考えなくてもいいこともあったんだとわかった。

・お産はしたことはあるんですけど、こちらでは初めてなので、いろい

うと聞けて良かったです。

・2人産んでいるけど、双子に関してはまだ何も見たり調べたりしてい

ないので、だいぶ参考になりました。

・準備するものがわかった。

・知識が増えた。

・双子ちゃんならではの負担があることがわかった。

・情報と現実の違いについて説明してもらい安心した。

・これより前だと（24週）現実味がわからないのでちょうど良かった。

・周りに双子のお母さんがいないので、この機会を与えられ有意義で良

情報を得る機
?（9）

かった。（3）・周りに同じような（双子）のお母さんがいない。（2）・双子のママとの交流が欲しい。

・予定日の近い双子のお母さんと情報交換したい。

・本とかネットとかで情報があふれている。 計51

身体的特徴
・身体の変化

・マイナートラブルが
　起こりやすい

精神的特徴
・双子の妊娠は不安

・産むことに不安はない
　（経産婦）

・産んでからが不安

・一 lを育てているので
　大体分かる

社会背景
・周りに双子を産んだ人

　がいない
・情報の氾濫

保
健
指
導
を

受
け
る

まだ知識が
整理されていない

新しい知識
を得る

準備を始めようと
思う

またこういう機会が
欲しい

不安が軽減する

知識を

整理できる

安心する

知りすぎて不安になる

怖いと思う

慎重になる

（図3）保健指導に対する思いや感想を構造化したもの
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